
バイタルサイン
異常の早期発見のために

訪問看護STワトレイ 西田 文世



バイタルサインとは？

『生命の兆候』とは、人間が「生きている」

ことを示す指標です。

＊体温： 体の熱の程度

＊脈拍： 心臓が血液を送り出すリズム

＊呼吸： 空気を吸ったり吐いたりする動き

＊血圧： 血液が血管の壁に押し当てる圧力

「意識レベル」「酸素飽和度」を加えて判断



体温

「なんか具合悪いな」 「熱はかろ」

何がわかる？
高値： どこかに感染症がある場合が多い

低値： 寒い場所にいる。栄養低下状態

平熱は？

３６℃～３７℃ 個人差あり



脈拍

「声かけても起きない！」 「脈診て」

何がわかる？
身体の隅々まで血液が行きわたっているか。

数やリズムに異常で心臓病が疑われる。

正常値は？

６０～１００/１分 個人差が大きい



血圧

「なんかフラフラする」「血圧測ってみよう」

何がわかる？

高血圧が続くと脳卒中・心臓病・腎臓病など重
大な病気につながる。

正常値？

上が140以下 下が９０以上 普段の値を知る



呼吸

「よくみて」「よくきく」リラックスしてもう一度

自分の意識で値が変えられる

何がわかる？

３０回/１分越えたり「ヒューヒュー」と異音がする。

色んな病気が関連し生死に関わる事もある。

正常値？

１２回～２０回/１分 口唇・手足の紫色は特に注意



意識レベル
「寝てる？」「しゃべれる？」

脳がどれくらいはっきりと目覚めて正常に機

能しているかを示す。

脳卒中・心臓病など生命の危機の可能性も

「名前を呼んでも返事がない」「揺さぶって

も反応が鈍い」すぐに助けを呼ぶ必要がある



酸素飽和度

「息がしんどい」「顔色が悪い」
血液中どれくらい酸素を運べているかを示す

酸素が不足すると脳や心臓など主要な臓器に
ダメージを与える。

正常値？

99％～95％ 90％未満は危機的状況



体温の測り方



脈拍を測ってみましょう！



血圧測定



呼吸の測定

「呼吸数を測定します」と伝えると意識して

しまい正しい測定ができません。

＊検温時に測る

＊脈拍測定時に測る

15秒測定×４ 30秒測定×２



意識レベル（JCS）



ケアの質を高める

＊食事・入浴・排泄・運動・体位などで変動

測定時の状況や時間を統一する

＊基準値だけではなく「普段の数値からの変動」

平常時の違いに着目する

＊随伴症状 顔色不良・呼吸状態・下痢嘔吐

数値が悪くなくても随伴症状の異常

本人の訴えの見極め



バイタルサインを報告

＊数値に変動や異常がある場合

血圧が普段より高く１４０/９０でした。

本人は「少し頭が痛い」と言っている。

＊急変時や緊急の場合

呼吸が荒く、顔色不良と発汗があり

酸素濃度が90％低下している。

声掛けに返事しない いつもと違う



重要なサインはこっち？

バイタル測定は定型的な作業になりやすいです

バイタルサインは健康状態を把握する

指標の一つにすぎません。

「いつもと違う」「なんかおかしい」

皆さんの目と耳を使った細やかな
観察が重要です。
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